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株 主 の 皆 様 へ

ご挨拶
　株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上
げます。さて当社は、2022年9月30日をもって第76期（2022年
4月1日から2023年3月31日まで）の上半期を終了いたしました
ので、ここに営業の概況等につきまして、ご報告申し上げます。
　株主の皆様におかれましては、なにとぞ今後とも変わらぬご支
援ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

2022年12月 代表取締役

●経営理念 第2四半期営業概況

顧客満足度の追求
高い技術力により、生活・産業
基盤の整備事業を通じ、顧客満
足度を高め、社会に貢献します。

株主価値の増大
効率経営に徹し、安定的収益の
確保をはかり、株主価値の増大
に努めます。

社員活力の重視
社員の能力が最大限発揮でき、
働き甲斐のある会社を目指します。

社会性の重視
企業市民として、公正かつ妥当
な事業活動を行います。

地球環境への貢献
環境への負荷低減に努め、生活
環境と自然の調和を大切にした
事業活動を行います。

　当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウィルス感染症拡大は沈静
化の傾向を示し、ウィズコロナの新たな段階へ移行しつつある中、緩やかながらも経済活動
が回復に向かう兆しを見せておりますが、世界情勢の緊迫に伴う資源価格の高騰や円安の急
激な進行による物価上昇が、個人消費の低迷や企業の設備投資の縮小に繋がる恐れがあるな
ど、先行きの不透明感が払拭できない厳しいものとなっております。
　道路建設業界におきましては、感染症の拡大が確実に収束に向かわない限り、生産活動や
消費需要の低迷が業績の下振れに結び付く懸念が払拭できないことなど、経営環境の先行き
に予断を許さない状況になっております。また、原油価格の高騰に伴い製造・販売事業の主
要材料であるアスファルトの仕入価格が急激に上昇していることが業績に大きな影響を及ぼ
し、採算の悪化に繋がっていることなど現時点では非常に厳しい環境になっております。
　このような状況にありますが、当社グループ（当社及び連結子会社をいう。以下同じ。）
は、不確実性の大きい経営環境にあっても、これに柔軟かつ機動的に対応することによって
事業活動への影響を低減するよう努めてまいります。また、技術力やコスト競争力の向上と
提案力の強化に努め収益の確保を目指すとともに、「働き方改革」と建設DXの推進による
「生産性向上」の一体化を目標に施工効率の追求、協力会社の育成等を実行してまいります。
　当社グループは、持続可能な社会の実現に向かって世界的に意識が高まっている背景を踏
まえ、経済的価値の追求に加え、環境・社会的価値の追求を取り入れて事業活動を展開する
ことで企業価値の増大を図り、ステークホルダーの皆様からの期待にお応えしていくことを
目指して、2022年度を初年度とする三ヵ年の「中期経営計画2022-2024」を策定し、
2022年5月に公表いたしました。コンセプトに掲げた『「将来へつながる」道づくり　～選
ばれる企業へ～』に則り、当計画の基本方針である①当社グループの財産である「人」の育
成を通じ、魅力ある職場環境の実現を目指す　②「大地とともに歩む」企業として、地球環
境保全に積極的に取り組む　③高品質なものづくりを提供し、安心・安全で長く使い続けら
れる社会インフラの整備を行うを着実に実施してまいります。また、企業市民として、安
全・品質の確保やコンプライアンスの徹底を実践し、公正妥当な事業活動を行うとともに、
内部統制システムの充実に努めてまいります。
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財 務 ハ イ ラ イ ト

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
四半期純利益

13,584百万円
(前年同期13,394百万円)

△40百万円
(前年同期39百万円)

△36百万円
(前年同期48百万円)

△41百万円
(前年同期3百万円)

財務の
POINT

　当第2四半期連結累計期間の当社グループの業績は、受注高は163億94百万円（前年同期
は159億96百万円）、売上高は135億84百万円（前年同期は133億94百万円）、経常損失は
36百万円（前年同期は経常利益48百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は41百万円
（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益3百万円）となりました。

113.80 130.31

68.73
82.16

（通期予想）

（百万円） （百万円）

（百万円） （百万円） （円）

33,796

1,827

1,82440,000 2,000

2,000

1,000

1,500

2,000

1,500

160

120

80

40

0

500

△500

0

1,000

500

△500

0

1,000

1,500

500

△500

0

30,000

20,000

10,000

0

14,499

33,384

第73期

13,958

575

575

377

第74期

474

1,609

第73期 第74期

474

1,605

第73期 第74期

13,394

48

39

第75期

第75期

第75期

288
1,038 1,188

627

第73期 第74期

3

第75期

13,584

32,400
（通期予想）

△36

1,210
（通期予想）

△40

1,210
（通期予想）

第76期

第76期

第76期

△41

750
（通期予想）

第76期

31,535

949

933

売上高 第2四半期 通期 営業利益 第2四半期 通期

経常利益 第2四半期 通期 親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益
1株当たり当期純利益

第2四半期 通期



3

セグメント別営業概況

13,584百万円

セグメント別
売上高構成比 17.5%

製造・販売事業・その他

2,382百万円
82.5%
建設事業

11,202百万円

建設事業 製造・販売事業・その他
当第2四半期の営業概況
　建設事業におきましては、受注高は140億41百万
円（前年同期は136億93百万円）となりました。完
成工事高は112億2百万円（前年同期は110億62
百万円）、セグメント利益は10億82百万円（前年同
期は10億47百万円）となりました。

当第2四半期の営業概況
　建設用資材の製造・販売事業およびその他事業に
おきましては、売上高は23億82百万円（前年同期は
23億32百万円）、セグメント利益は13百万円（前年
同期は1億53百万円）となりました。
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連 結 財 務 諸 表

四半期連結貸借対照表 （単位：百万円）

当第2四半期末
（2022年9月30日現在）

前期末
（2022年3月31日現在）

資産の部

流動資産 17,679 20,314

　現金預金 8,645 9,663

　その他 9,034 10,651

固定資産 6,564 6,379

　有形固定資産 5,636 5,450

　無形固定資産 75 81

　投資その他の資産 853 848

資産合計 24,244 26,693

負債の部

流動負債 9,415 11,632

固定負債 2,163 2,090

負債合計 11,579 13,722

純資産の部

株主資本 12,497 12,810

　資本金 1,329 1,329

　資本剰余金 1,571 1,570

　利益剰余金 9,694 10,013

　自己株式 △97 △102

その他の包括利益累計額 167 161

　土地再評価差額金 178 178

　退職給付に係る調整累計額 △11 △17

純資産合計 12,665 12,971

負債純資産合計 24,244 26,693

四半期連結損益計算書 （単位：百万円）

当第2四半期（累計）
（2022年4月1日～2022年9月30日）

前第2四半期（累計）
（2021年4月1日～2021年9月30日）

売上高 13,584 13,394

売上原価 12,488 12,193

売上総利益 1,096 1,201

販売費及び一般管理費 1,136 1,161

営業利益又は営業損失（△） △40 39

営業外収益 11 14

営業外費用 8 4

経常利益又は経常損失（△） △36 48

特別利益 1 2

特別損失 1 21

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△） △36 29

法人税等 4 25

四半期純利益又は四半期純損失（△） △41 3

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △41 3

四半期連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）
当第2四半期（累計）
（2022年4月1日～2022年9月30日）

前第2四半期（累計）
（2021年4月1日～2021年9月30日）

営業活動による
キャッシュ・フロー △384 △753

投資活動による
キャッシュ・フロー △346 △683

財務活動による
キャッシュ・フロー △286 △270

現金及び現金同等物の
増減額（△は減少） △1,018 △1,706

現金及び現金同等物の
期首残高 9,663 10,677

現金及び現金同等物の
四半期末残高 8,645 8,970

※連結財務諸表の記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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ト ピ ッ ク ス

企業PVが完成しました

このたび、当社のプロモーションビデオ（PV）が完成しました。道をつくる仕事の大切さをお伝えし、当社が
これからも生活と自然の調和を目指し、安心・安全で快適な生活と産業基盤の創造への貢献を示した映像となっ
ています。採用活動の場での使用や、当社ホームページ・YouTubeチャンネルに掲載しておりますので、ぜひ
ご覧ください。

扌こちらからも動画を視聴できます。

～企業PV撮影の様子～
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企業情報（2022年9月30日現在）

ネットワーク（2022年9月30日現在）

全国に広がる組織のネットワークにより、地域のさまざまなニーズに対応できるよう、万全の体制を整えています。

■会社概要 ■役員

■執行役員

会　社　名 三井住建道路株式会社
所　在　地 〒160-0023

東京都新宿区西新宿六丁目24番1号
設立年月日 昭和23年2月24日
営業種目 ⑴次に掲げる工事の設計、施工ならびに監理

　①舗装工事②道路工事③造園工事④土木工事
　⑤建築工事⑥電気および管工事
⑵前号に使用する諸材料および建設機械の製造、販売
および賃貸

⑶前各号に関する調査､ 企画､ 立案等のコンサルティング
業務の受託

⑷建物および設備の保守管理の受託ならびに保安警備の
受託

⑸一般廃棄物および産業廃棄物の収集･運搬･処理ならびに
その再生製品（アスファルト合材､ 骨材､ その他土木
建築用資材）の販売

⑹土壌・地下水汚染の調査および評価ならびにその修復、
浄化に関する設計、施工、監理

⑺発電事業およびその管理・運営ならびに電気の供給、
販売

⑻不動産の取得、管理、利用、処分および貸借
⑼不動産の売買および仲介
⑽前各号に附帯する一切の業務

資　本　金 1,329,850,000円
従業員数 448名

代表取締役会長 　 松　井　隆　幸
代表取締役社長 執行役員社長 蓮　井　　　肇
取 締 役 専務執行役員 西　　　和　昭
取 締 役 常務執行役員 阿　部　　　勉
取 締 役 執 行 役 員 鶴　　　洋　人
社 外 取 締 役 伊　藤　惠　子
社 外 取 締 役 藤　井　春　雄
社 外 取 締 役 伊　藤　弥　生
取締役 （非常勤） 森　　　理太郎
常 勤 監 査 役 川　島　　　淳
常 勤 監 査 役 奥　薗　泰　弘
社 外 監 査 役 若　松　昭　司
社 外 監 査 役 松　林　恵　子

執行役員副社長 根　来　　　悟
常務執行役員 松　田　雄　二
執 行 役 員 戸　村　　　昇
執 行 役 員 武　藤　政　浩
執 行 役 員 平　井　克　政
執 行 役 員 桝　内　浩　行
執 行 役 員 若　宮　　　靖
執 行 役 員 梶　木　泰　志

●本店・支店・事業部
本　店 東京都新宿区
北海道支店 北海道札幌市
東北支店 宮城県仙台市
関東支店 東京都新宿区
中部支店 愛知県名古屋市
関西支店 大阪府大阪市
九州支店 福岡県福岡市
開発環境事業部 神奈川県川崎市

●事業所（24拠点）
技術研究所 千葉県流山市
道央営業所 北海道札幌市
空知営業所 北海道岩見沢市
後志営業所 北海道岩内郡
道北営業所 北海道天塩郡
紋別営業所 北海道紋別市
釧路営業所 北海道釧路郡

宮城営業所 宮城県黒川郡
福島営業所 福島県福島市
いわき営業所 福島県いわき市
東京営業所 東京都江戸川区
北関東営業所 埼玉県東松山市
東関東営業所 千葉県千葉市
南関東営業所 神奈川県横浜市
愛知営業所 愛知県名古屋市
静岡営業所 静岡県藤枝市
大阪営業所 大阪府堺市
四国営業所 愛媛県西条市
福岡営業所 福岡県古賀市
大牟田営業所 福岡県大牟田市
熊本営業所 熊本県宇城市
球磨営業所 熊本県球磨郡
宮崎営業所 宮崎県宮崎市
日向営業所 宮崎県日向市

●工場（28拠点）
札幌共同アスコン 北海道札幌市
岩見沢アスコン 北海道岩見沢市
岩内アスコン 北海道岩内郡
岩内リサイクル工場 北海道岩内郡
サロベツアスコン 北海道天塩郡
利尻リサイクル工場 北海道利尻郡
紋別合材工場 北海道紋別市
紋別リサイクル工場 北海道紋別市
レインボーアスコン 北海道釧路郡
大空アスコン 北海道野付郡
札幌機械センター 北海道札幌市
仙北アスコン 宮城県黒川郡
福島合材工場 福島県福島市
いわきアスコン 福島県いわき市
東松山合材工場 埼玉県東松山市
朝霞共同アスコン 埼玉県朝霞市
千葉共同アスコン 千葉県白井市

町田共同アスコン 東京都町田市
愛知西部アスコン 愛知県海部郡　
静岡アスコン 静岡県藤枝市
淀川アスコン 大阪府大阪市
玄海アスコン 福岡県糟屋郡
大牟田合材工場 福岡県大牟田市
松橋合材工場 熊本県宇城市
人吉レキセイ 熊本県球磨郡
ひむか合材センター 宮崎県児湯郡
大淀アスコン 宮崎県都城市
日新三井住建綜合プラント 宮崎県延岡市



株主メモ
決 算 期 毎年3月31日
定時株主総会 6月

基 準 日
3月31日
その他必要あるときはあらかじめ公告して定める
一定の日

配 当 金 受 領
株 主 確 定 日 3月31日（中間配当を行うときは9月30日）

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

特 別 口 座 の
口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵便物送付先
（電話照会先）

〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
電話　0120-782-031（フリーダイヤル）
取次事務は、三井住友信託銀行株式会社の本店
および全国各支店で行っております。

公告掲載方法

電子公告により行います。ただし、事故その他
やむを得ない事由によって電子公告をすることが
できない場合は、日本経済新聞に掲載して行い
ます。
公告掲載URL（https://www.smrc.co.jp/)

単 元 株 式 数 100株
お知らせ
●住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について
　株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
　なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特別口座の
口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

●未払配当金の支払について
　株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

■株式情報

■株式の状況

発行可能株式総数 35,000,000株
発 行済株式総数 9,277,500株

（自己株式　36,833株を含む。）
四半期末株主数 1,556名

大株主
株主名 持株数（千株）

三井住友建設株式会社 4,981
STATESTREETBANKANDTRUSTCLIENT
OMNIBUSACCOUNTOM02505002 374

株式会社日本カストディ銀行(信託口) 248
野村信託銀行株式会社(投信口) 196
BNYGCMCLIENTACCOUNTJPRDAC
ISG(FE-AC) 187

三井住建道路従業員持株会 157
日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口) 151
株式会社ウベモク 120
MSIPCLIENTSECURITIES 119
光通信株式会社 113

ホームページのご案内

ht tps : / /www.smrc .co . jp/

よりくわしい財務情報や工
事実績、保有技術をはじめ
とする会社情報を掲載して
います。皆様からのアクセ
スをお待ちしております。

三井住建道路 検索

証券会社  2.20％

その他法人  58.57％

金融機関  8.16％  

個人その他  21.76％  

外国法人等  9.31％  

500,000 株以上
53.69％

1,000 株未満
2.76％

1,000 株以上
10,000 株未満

10.46％

10,000 株以上
100,000 株未満

14.03％

所有者別 株式分布状況

所有株式数別 株式分布状況

100,000 株以上
500,000 株未満

19.06％

〒160-0023　東京都新宿区西新宿六丁目24番1号 
西新宿三井ビル24階

℡（03）6258－1523（代表） 環境保全のため、FSC®認証紙と植物油インキを
使用して印刷しています。

株式情報（2022年9月30日現在）


